
令和4年度

【事後評価】
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単位:千円
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部重点施策における目標

事業開始の背景・経緯

事業概要

事業説明資料

○

芸術文化の振興

芸術に親しみを持つ市民を増やす。

〇小学生のためのアートセミナー事業 258千円
○小中学生美術展事業 156千円
○岩手芸術祭巡回美術展【新規】 172千円
〇花巻市芸術協会事業補助金 2,416千円
〇花巻市民芸術祭実行委員会負担金 3,888千円
〇芸術文化全国大会等出場補助金 20千円

芸術文化推進事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○芸術文化推進事業費 6,910千円
１ 芸術文化の推進 586千円

(1)小学生アートセミナー事業 258千円
小学生に芸術文化に触れる導入機会を提供するため、各種教室を開催する。
（年２回）

(2)小中学校美術展事業 156千円
小中学校美術展出店記念品など

(3)岩手芸術祭巡回美術展【新規】 172千円
岩手芸術祭美術展の上位入賞作品の展示

２ 芸術活動の発表の場の提供 6,324千円

(1)花巻市芸術協会事業補助金 2,416千円
[交付先］
花巻市芸術協会
（花巻芸術文化協会、大迫町芸術文化協会、石鳥谷町芸術文化協会、
東和町芸術文化協会）

(2)花巻市民芸術祭実行委員会負担金 3,888千円
［内容］
展示（絵画、書道、工芸、写真、華道等）、舞台（舞踊、合唱、演奏等）、
茶道等の日ごろの芸術文化活動の成果を発表

(3)花巻市芸術文化大会等出場補助金 20千円
[交付先］1校1件
花巻北高等学校（第46回全国高等学校総合文化祭東京大会）

18100000 生涯学習部 生涯学習 梅原 奈美

意見・要望等の状況

事業費
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財
源
内
訳

01 10 05 01 104360 芸術文化推進事業費

当該年度
決算額

次年度
現計予算額

決算額
前年比

6,910 -71

00

00

00

6,2006,200

-6,271710



令和4年度

【事後評価】

会計 款
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事業概要

事業説明資料

○

芸術文化の振興

昭和50年の文化会館の開館を機に、多くの市民が心豊かでゆとりのある生活を送ることができるようにと、舞
台芸術を鑑賞する自主事業が開始された。

○文化会館自主事業 28,287千円
一般及び市内小中高生を対象とした鑑賞事業を実施
一般鑑賞事業 8事業（ぎんどろ寄席、花巻市民劇場公演、音楽公演、映画会等）
団体鑑賞事業 4事業（小学生低学年団体鑑賞、小学校高学年団体鑑賞、中学校団体鑑賞、

高等学校団体鑑賞）

芸術文化推進事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○芸術文化推進事業費 28,287千円

１．一般鑑賞公演 公演委託料及び賃借料 14,410千円
(1) 音楽 鼓童 ワンアースツアー2022～「童」（和太鼓集団、鼓童の花巻公演）
(2) 映画 HALL de シネマ（映画「甲子園：フィールド・オブ・ドリームス」上映会）
(3) 音楽 山形交響楽団花巻演奏会（フルオーケストラによるコンサート、市内中学校吹奏楽部と共演）
(4) 音楽 こどもオペラ「ヘンゼルとグレーテル」（0歳から観賞できる子ども向け歌劇公演）
(5) 音楽 花巻リズムヤンガー75周年リサイタル（花巻で活動するビッグバンドの75周年記念公演）
(6) 落語 ぎんどろ寄席（人気落語家等の共演による寄席）
(7) 音楽 仲道郁代ピアノリサイタル（小学生を対象とした子どもコンサートも同時開催）
(8) 演劇 第47回花巻市民劇場（市民手作りの演劇公演）

２．学校団体鑑賞公演 公演委託料 9,162千円
(1) 小学生低学年対象 演劇 「泣いた赤鬼」
(2) 小学生高学年対象 ミュージカル 「海底2万マイル」
(3) 中学生対象 音楽 世界音楽紀行「弦楽リストランテ」
(4) 高校生対象 音楽 学校寄席

３．公演開催経費 4,144千円
(1) 消耗品費 140千円
(2) 印刷製本費 チケット、チラシ、ポスター等印刷 715千円
(3) 広告料（新聞、テレビ） 1,955千円
(4) 手数料（入場券販売、ピアノ調律） 28千円
(5) 保険料（自主事業中止保険） 152千円
(6) 駐車場等交通警備業務委託料 116千円
(7) 自主事業公演開催補助業務委託料 938千円
(8) 音楽著作物使用料 100千円

４．文化会館イベントガイド作製 印刷製本費 571千円
R4年度文化会館自主事業を紹介するリーフレットを作成し広く配布
市内公共施設のほか、県内公文教施設等へ配布予定

18250000 生涯学習部 文化会館 梅原 奈美

意見・要望等の状況

事業費
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財
源
内
訳

01 10 05 04 104480 芸術文化推進事業費
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前年比

28,287 4,339

00

00

00

7,44814,448

-3,10913,839



令和4年度

【事後評価】
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事業概要

事業説明資料

○

芸術文化の振興

昭和50年文化会館の開館から44年が経過し、建物および設備が老朽化が進んでいる。利用者の安全確保と設備
の安心運用を図る必要がある。

○文化会館施設改修 113,267千円
大ホール音響設備改修工事設計業務 3,267千円
大ホール音響設備改修工事 110,000千円

文化会館施設改修事業費

担当課長

事業手法の詳細１

文化会館施設改修事業費 R4 113,267千円（前年度比：皆増）

○大ホール音響設備改修工事設計業務 3,267千円
音響の核となる機器や設備に関しては、平成２年の改修で納品されたものや竣工時の設備・配管を
使用しており大幅に耐用年数を過ぎている。
不具合や故障が起きた際に代替品がなく、また保守期間が終了している品も数多くあることから、
改修工事を行うため工事実施設計を行う。

○大ホール音響設備改修工事 110,000千円

○大ホール音響設備改修工事スケジュール
R4年度…工事設計 （4～7月）、

改修工事費（9月補正、10月仮契約、12月本契約、工事及び監理業務は繰越明許）
工期はR5.1月～9月までの9か月間の予定（R5.7～9月は大ホール使用停止）

18250000 生涯学習部 文化会館 梅原 奈美

意見・要望等の状況

事業費

国費

財
源
内
訳

01 10 05 04 104490 文化会館施設改修事業費

当該年度
決算額

次年度
現計予算額

決算額
前年比

113,267 -9,053

00

00

-8,600107,600

00

-4535,667



令和4年度

【事後評価】
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○

芸術文化の推進

昭和59年に県内公立美術館第1号として開館以来、萬鉄五郎の画業を顕彰する展覧会をはじめ、岩手ゆかりの
美術家や日本美術史上重要な美術科の展覧会を企画するとともに、現在美術家に育成も視野に入れ、岩手県に
おける美術普及活動の先頭に立って事業を展開している。

○企画展覧会（収蔵作品展を含む） 9,188千円
・萬鉄五郎展（令和4年4月～6月）
・五味太郎展（令和4年7月～9月）
・橋場あや展（令和4年10月～12月）
・収蔵品展 大宮政郎展 （令和5年3月）
○関連事業 96千円
・企画展関連講演会の開催
・美術をより理解し楽しむための美術講座の開催
・美術館情報リーフレットの発行

萬鉄五郎記念美術館企画展示事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○萬鉄五郎企画展示事業費 9,284千円（前年度比△1,206千円）

１．企画展覧会 ２．関連事業

(1)萬鉄五郎顕彰企画 4/23～7/3 (1)企画展関連講演会
萬鉄五郎の世界展 (2)美術講座
(2)親子・女性向け企画 7/9～9/25 (3)情報リーフレット作成
五味太郎 絵本の時間３ 展 (4)民間団体のイベント支援
(3)美術愛好家向け企画 10/1～12/4 （萬鉄五郎祭関連写生会）
橋場あや展
(4)収蔵品 大宮政郎展 3/4～3/31
(5)先人顕彰企画展
小田島 孤舟展
*先人顕彰事業として実施

１．企画展の実施 9,188千円（前年度比△783千円）

萬鉄五郎記念美術館で開催する４企画展覧会の開催準備から撤収までの経費

(1)萬鉄五郎展 1,342千円
(2)五味太郎展 3,765千円
(3)橋場あや展 2,966千円
(4)収蔵品展 1,115千円

２．関連事業の実施 96千円（前年度比△100千円）

企画展覧会をより深めること及び美術への関心を持つきっかけづくりを目的に関連事業の開催

(1)企画展関連講演会の開催（五味展）
(2)美術をより楽しむための美術講座の開催
(3)美術館情報リーフレット発行

18400000 生涯学習部 萬美術館 梅原 奈美

意見・要望等の状況

・28年8月の市長対話の際、美術品収蔵の管理・保管に対し心配する声がある。
・美術館運営委員会では、集客力にこだわらず、公立美術館の使命にふさわしい企画展の要望がある。

事業費

国費

財
源
内
訳

01 10 05 10 104620 萬鉄五郎記念美術館企画展示事業費

当該年度
決算額

次年度
現計予算額

決算額
前年比

9,284 -883

00

00

-1,4006,600

5821,506

-651,178



令和4年度

【事後評価】

会計 款

事業手法の詳細２

美術館が企画展示事業及び関連事業を展開し参加・鑑賞の機会を提供することで、芸術文化に関心や親しみを
感じる市民を増加させる。

企画展 4展覧会 9,284千円

・職員旅費 108
・需用費

消耗品 プリントロール紙等 733

印刷製本費 各企画展ポスター、チラシ、チケット、図録等 1,720

食糧費 21

・役務費
通信運搬費 各企画展ポスター等発送 596

・委託料 展示業務等 6,036

・借り上げ料 70

項 目 事業コード 事業名

事業説明資料

01 10 05 10 104620 萬鉄五郎記念美術館企画展示事業費

萬鉄五郎記念美術館企画展示事業費 事業説明資料

事業手法の詳細３



令和4年度

【事後評価】
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○

芸術文化の振興

萬鉄五郎祭は美術館建設前の昭和56年から開催。町主催事業で美術愛好団体へ実施を委託。その後同団体独自
の美術活動を含め補助事業に移行。平成29年度から市の関与がより望ましい事業に限定し、市が構成員となる
実行委員会主催事業に変更し継続開催している。

○萬鉄五郎祭実行委員会負担金事業 240千円
●萬鉄五郎祭実行委員会主催事業
・萬鉄五郎祭顕彰式典の開催 5月3日

顕彰式典は行わず、実行委員長の挨拶や「鉄人独語」の朗読を事前収録した音声を同日開催してい
た「土澤アートクラフトフェア」会場にて放送。
● 児童等写生作品募集及び作品展示会
・写生作品募集 4月16日～5月1日
・写生作品提出 4月16日～5月8日
・作品展示 5月12日～5月29日

●．民間団体が実施する事業に対する支援
・美術研修会

美術普及活動推進事業費

担当課長

事業手法の詳細１

○美術普及活動推進事業費 240千円（前年度比±0千円）

・萬鉄五郎祭実行委員会
花巻市、鉄人会、市民有志、萬流社で構成。顕彰式典と児童等写生会と作品展示会を行う。花巻市の負担金
と写生会参加者の会費で賄っている。
・事業支援として、土澤アートクラフトフェアへの技術支援、民間団体実施事業への支援として美術研修会、
看視ボランティア養成、各種美術イベント、美術館周辺環境整備、萬鉄五郎生誕祭、鉄人忌の支援を行ってい
る。

18400000 生涯学習部 萬美術館 梅原 奈美

意見・要望等の状況

負担金の額を、平成27年度までの補助金額と同じ250千円に増額の要望がある。

事業費

国費

財
源
内
訳

01 10 05 10 104630 美術普及活動推進事業費

当該年度
決算額

次年度
現計予算額

決算額
前年比

240 240

00

00

200200

00

4040



令和4年度

【事後評価】
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前年度
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その他
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事業説明資料

担当部署

単年度繰返 期間限定 ～

部重点施策における目標

事業開始の背景・経緯

事業概要

事業説明資料

○

芸術文化の振興

萬鉄五郎記念美術館は昭和59年5月1日に開館、以来35年を経過した。空調や外壁等設備が老朽化していること
から順次設備の更新を図り長寿命化を目指す。

○萬鉄五郎記念美術館空調設備実施設計業務 2,222千円

萬鉄五郎記念美術館等整備事業

担当課長

事業手法の詳細１

萬鉄五郎記念美術館空調設備実施設計業務 2,222千円
開館から35年が経過した萬鉄五郎記念美術館の長寿命化を図るため、空調設備の改修を実施するにあたり、
令和4年度は工法を含めた設計を実施する。

【萬鉄五郎記念美術館整備計画】
令和２年度 萬鉄五郎記念美術館収蔵庫（旧土沢小学校倉庫）用途変更、改修実施設計
令和３年度 萬鉄五郎記念美術館収蔵庫改修工事（補正予算措置）
令和４年度 萬鉄五郎記念美術館空調設備実施設計

令和５年度 萬鉄五郎記念美術館空調工事
令和６年度 萬鉄五郎記念美術館外壁塗装工事設計
令和７年度 萬鉄五郎記念美術館外壁塗装工事

18400000 生涯学習部 萬美術館 梅原 奈美

意見・要望等の状況

事業費

国費

財
源
内
訳

01 10 05 10 104940 萬鉄五郎記念美術館等整備事業

当該年度
決算額

次年度
現計予算額

決算額
前年比

2,222 -42,119

00

00

-44,2000

00

2,0812,222


